
 

 
研究課題名 

鼠径部ヘルニア術後メッシュ感染に関する全国多施設共同後ろ向き研究 

 

研究の目的 

鼠径部ヘルニア手術では、再発防止のためメッシュを用いることが標準的ですが、稀に術後に「メッシュ

感染」が起こります。本研究は、全国の複数の施設から症例を収集し、発症頻度やリスク因子、治療法と

その予後を明らかにすることを目的としています。 

 

研究の方法 

2015 年 1 月 1 日～2025 年 6 月 30 日の間に、慈恵医大西部医療センターおよび共同研究施設（研究代表

施設：近畿大学奈良病院）で鼠径部ヘルニア手術をメッシュで行った方、または、術後にメッシュ感染の

診断や治療を受けた方を対象とします。 

使用するのは診療録など既存の医療記録のみで、新たな検査や治療は行いません。 

 

研究期間 

倫理委員会承認後～2026年 12月 31日までの予定です。 

 

利益・不利益 

直接的な利益はありませんが、今後の治療方針の改善に寄与する可能性があります。 

新たな侵襲や負担はなく、不利益はありません。 

 

個人情報の取扱い 

氏名等の個人情報は使用せず、匿名化されたデータを用います。 

学会や論文で成果を発表する際も、個人が特定されることはありません。 

 

資金・利益相反 

本研究は日本ヘルニア学会の研究費および近畿大学奈良病院消化器外科の講座費により実施され、研究

者に不当な利益はありません。 

 

研究に関する情報公開 

本研究は、慈恵医大西部医療センターおよび共同研究施設（研究代表施設：近畿大学奈良病院）のホーム

ページ、また日本ヘルニア学会のホームページで公開します。 

研究対象者の方や代理人の方が「自分の情報を使わないでほしい」と希望される場合は、研究対象から除

外しますので申し出ください。その場合でも診療に不利益は一切ありません。 

 

連絡先（研究責任者） 

慈恵医大西部医療センター 外科 教授・診療部長 
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